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令和７年度国際理解ワークショップ 進行シート 
 

令和 7 年 8 月 22 日作成 

 

大 学 名： 上越教育大学大学院             

タイトル： 「五感で学ぶ！」カラダで感じるアクティビティ！  

 

１．本ワークショップに関連する SDGs の目標に〇印をつけてください。  

 

 

２：本ワークショップの要旨 

 ファシリテーターと一緒になって「五感」を使うアクティビティを体験することで、日常にある自然

の豊かさに気付いたり、本物に触れたり、自分自身が社会に向き合ったりする”きっかけ”を提供でき

ればと思っています。そこで今回は、アクティビティとして楽しみながら行える”体験的なゲーム”を

予定しています。カラダ全体を最大限生かしながら、私たちの生活について見つめ直す時間にしていき

たいと考えています。 

 

 

３：本ワークショップの目的(目標、実現したいこと) 

 カラダ全体で日常にある自然を感じ、さまざまな事象について自分事として捉えながら、私たちの身

近な生活と SDGsの 17 のターゲットを結びつけて考えていくことを目的とする。 

 

 

４：本トピックをとりあげる理由 

 本トピックを取り上げる理由は、子どもたちが成長していく中で自然と触れ合うことが少なくなって

いく現状から、自然と触れ合う時間をとることができる授業ができたら良いと考えた。机に向かって勉

強をするだけが学びではないと考え、自分自身のカラダを使って肌で感じたり、カラダを動かしてみて

自然を感じたり、不思議さや面白さ、新しいものや生き物たちと出会うことができたりする機会になれ

ば良いと思い設定した。 

 また、自然との触れ合いの中で自然環境がきれいになったり、生き物や自然物を守るために自分がで

様式４ 
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きることを考えたり、気づいたりするきっかけとなる授業を展開していく。 

 

 

５：活動過程   （使用時間：  ２時間    参加人数：  10～60 人程度  ） 

 

過 程 

(所要時間) 
活動内容 

具体的な発問・ 

説明・動きなど 
ねらい 

使用する 

教材・備品 

予 想 さ れ る 反

応、その他注意

事項 

導 入 :起 

（５分） 

 

○猛獣狩りへ

行こうよ 

or 

〇せーので集

まれ 

・言われたお題

の人数で集まっ

て座る。 

・次の展開につ

なげるため、６

人で集まった状

態で終える。 

・いつも関

わりのない

子どもたち

同士での交

流 が で き

る。 

〇音源 

（必要であれ

ば） 

・発達段階に合わ

せてゲームの選択

を行う。 

展 開 ：承 

（ 30 分） 

 

20 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

①私は誰でし

ょうゲーム

（生き物

ver.） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②仲間分けゲ

ーム 

・6 人グループ

で円になって座

る。 

・生き物カード

を配布する。 

・目隠しを頭に

巻いて、おでこ

に配布されたカ

ードをクリップ

でとめる（学生

が回ってつけて

回る）。 

・「はい」「いい

え」で答えられ

る 質 問 を し 合

い、自分の頭上

に張られたカー

ドを当てる。 

・質問の回数制

限は設けず、最

低限グループ全

員と質問をし合

う 条 件 を 設 け

る。 

 

・①で当て合っ

た生き物を使っ

て、グループ内

で仲間分けをす

る。 

・身近な生

き物の存在

に気付くこ

と が で き

る。 

・知らない

生き物の体

のつくりや

食べ物など

の特徴に気

付くことが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇生き物カー

ド 

・トンボ 

・リス 

・コイ 

・バッタ 

・スズメ 

・カエル 

〇クリップ 

〇目隠し 

(バンダナ) 

・生き物カードを

配布するときに

は、お題が子ども

たちにばれないよ

うに気を付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・仲間分けをして

も、それぞれのグ

ループが「生き

物」という一つの

仲間だということ
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・仲間分けの正

解があるわけで

はないというこ

とを押さえて進

める。 

・他のグループ

と分け方を共有

し、色々な分け

方があることを

確認する。 

 

・目で見え

ている分類

だけの仲間

分けではな

く、多様な

視点から仲

間分けを行

うことがで

きる。 

（多様性）を意識

させられるような

声掛けを行う。 

発 展 ：転 

（ 40 分） 

 

 

○ネイチャー

ゲーム・フィ

ールドビンゴ

をしよう！ 

 

 

 

 

 

 

〇ネイチャー

ゲーム・目隠

し歩き 

・フィールドビ

ンゴカードを使

用して、自然の

対 象 物 に つ い

て、五感を使い

ながら感じる。 

 

 

 

 

・自然の対象物

を教師が指定す

る 。（ 例 ： 樹

木） 

・グループで一

人が案内人とな

り、他のメンバ

ーは目隠しをす

る。 

・始まりと終わ

りの位置は、案

内人が決めた同

じ 位 置 か ら 行

う。 

・身体全体

を使い、動

きを用いて

自然を感じ

ることがで

きる。 

 

 

 

 

・視覚情報

以外の感触

を使い、自

然物本来の

香りや触り

心地などを

捉えること

ができる。 

・フィールド

ビンゴカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

・目隠し用バ

ンダナ 

・抽象的なテーマ

で分かりづらい内

容の場合は、イメ

ージしやすいよう

に変え掛けを行

う。 

 

 

 

 

・動くことのでき

る範囲を絞る。 

・目隠しをしてい

るため、転ばない

ように声掛けを行

う。 
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まとめ ：結 

（ ５ 分） 

○身の回りの

自然環境を感

じて 

・本時の活動を

通して、どのよ

うに感じたか、

考えることがで

きたか。 

・さまざま

な事象につ

いて自分事

として捉え

ることがで

きる。 

・自分自身

の生活に結

びつけて考

えることが

できる。 

 ・これからの生活

への意識の変化に

つなげる。 

 

６：会場のセッティング（対面の場合のみ） 

 ・体育館もしくは視聴覚室（多目的教室）での実施 

  ・運動場 

 

 

７：使用する教材 

 ・学校敷地内における自然環境 

 ・ネイチャービンゴカード 

 ・生き物カード 

 ・目隠し or バンダナ 

 

 

８：参考にした資料 

 ・成島悦雄・多摩六都科学館.自然散策が楽しくなる！日本の生きものの図鑑.池田書店,2020. 

 ・ワークショップに関する大学院内での講義内容および資料 

 

 

９：その他 

 ・自分自身のカラダを存分に使って楽しむこと！ 


